
条
件
形
成
原
理
に
基
-
意
味
般
化
研
究
の
動
向

人
間
行
動
の
中
で
最
も
巧
喫
な
位
堅
L
.
し
警
芸
語
行
動
は
、
心
理
学
体
系

ItS-E

の
,
H
.
嬰
輯
域
の
董
堤
を
な
す
と
み
な
さ
れ
て
い
る
条
件
形
成
原
理
を
基
に
し

て
,
窄
税
的
・
実
験
的
に
研
究
さ
れ
て
い
る
o
こ
の
方
向
で
の
言
語
研
究
は
'

人
間
の
高
次
神
経
網
動
と
し
て
の
言
貫
け
動
の
科
学
的
研
究
の
一
方
向
と
し
て

き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
領
域
と
な
っ
て
い
る
O
こ
れ
ら
は
'
言
語
行
動
よ
　
も

低
次
な
段
閏
で
み
い
だ
さ
れ
る
言
語
行
動
・
思
考
等
を
含
む
総
括
的
な
行
動
原

理
を
花
立
し
よ
-
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
,
条
件
形
成
に
よ
る
言
語
研
究
の
中
で
最
も
論
争
の
多
い
言
語
に

「

T

i

-

蝣

<

)

関
す
る
妊
介
股
化
・
意
味
股
化
を
'
(
-
)
t
転
院
化
の
楼
制
'
(
w
)
f
t
玩

∵
ル
J
蝣
蝣
蝣
-
.
-
声
主
　
∴
1
.
と
し
て
　
　
め
!
'
蝣
-
-
C
∴
-
"
*
-
蝣
"
0

か
っ
た
刺
激
を
'
設
味
物
と
結
び
つ
け
て
生
捕
体
に
予
告
L
l
と
、
そ
の
た
び
ご

と
に
、
ほ
じ
の
無
常
蕪
で
あ
っ
た
刺
激
が
苦
心
味
物
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
行
動

(註・;)

全
体
の
部
分
と
だ
ん
′
＼
強
く
結
合
す
る
よ
-
に
な
る
。
」
は
じ
め
空
目
炭
で

あ
っ
た
刺
激
に
封
し
て
も
'
*
-
.
萌
的
∩
・
S
)
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
全
作

行
動
C
R
t
)
の
-
ち
最
小
で
独
自
な
部
分
(
r
m
)
が
条
件
形
成
に
よ
っ
て
ひ

き
お
こ
さ
れ
る
よ
-
に
な
る
O
こ
の
r
m
か
ら
生
す
る
自
己
刺
瀕
作
用
(
S
i
n
)

76

言
語
行
封
の
条
件
形
成
に
関
す
る
関
前
は
'
強
化
　
と
般
化
　
の
税
制
を
根

尾
と
す
る
o
ま
ず
へ
隈
化
桟
割
を
琴
見
る
前
提
と
し
て
強
化
の
開
田
に
も
ふ
れ

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
O
宍
堕
千
続
き
が
、
記
号
と
あ
る
反
応
を
強
化
に
よ
っ
て

条
件
づ
け
、
次
に
未
強
化
の
記
皆
に
よ
る
蛇
化
現
出
を
と
ら
え
る
か
ら
で
あ

る
。次
の
強
化
の
擬
制
は
実
験
場
画
の
強
化
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
強
化
に
よ

(詣'蝣--)

る
苦
炭
の
成
立
過
程
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
烹
味
物
と
在
接
関
係
の
な

凹
　
㌫
心
昧
般
化
の
税
制

(
註
3
)
　
(
註
4
)

脱

　

恥

　

振

㍉+A

h-
n
-
-

*
-
'
*
^

c
i
.
c
r
r
^
;
L
^
i

H
:
i
i
i

o
<
a

E
f
川
>
.

'
・
・
.
;
'
'
・
.
-
。
・
'
'
'
・
;

固
i
-
4
:
:
:
.
闇
闇

l

f
f

」

・
l
'
l
二
I
l
l
I

I
'

町
.
/
′
′
柵

R
)



が
記
号
に
対
す
る
反
応
C
R
x
)
を
生
せ
し
め
る
。
こ
れ
は
言
語
が
意
味
性
を

I
;
I
I
'
^
J
-
∴
∵
'
;
車
悠
い
ユ
ニ
)
∴
∵
言
P
+
:
・
蝣
蝣
.
・
"
苗
に
r
蝣
蝣
蝣
-
'
蝣
"
‥

黒
工
∴
∴
∴
・
'
-
i
W
i
-
1
ニ
「
い
'
,
i
r
_
m
蝣
㍉
㍉
工
十
二
土
山
と

な
り
う
る
二
次
的
強
化
が
重
要
と
な
る
O
オ
ス
グ
ッ
ド
(
O
s
g
o
o
d
.
C
.
E
.
)

一
∴
〔
い
I
.
,
,
_
'
J
.
・
.
-
-
-
さ
れ
壬
.
吉

T
m
.
-
5
"
n
?
n
が
未
知
の
評
に
㌫
入
さ
れ
て
へ
こ
の
統
合
で
あ
る
r
m
a
C
買
留

v
.
r
.
八
十
言
[
_
-
'
.
:
-
-
)
∴
∴
亘
∴
∴
㌫
・
の
「
「
蝣
'
-
-
,
-
-
'
-
ぅ
∴
.
・

l
∵
∵
言
叩

(
註
7
)

し
て
い
・
.
二
i
'
r
I
L
~
∵
「
」
.
)
'
∵
∴
ト
へ
年
、
化
∴
⊥
‥

件
づ
け
に
よ
っ
て
m
韓
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

㌫
萩
の
問
駅
は
さ
ら
に
〔
心
攻
に
化
の
m
象
へ
と
糞
捉
せ
ら
れ
'
む
し
ろ
こ
こ

人
言
∴
∵
∴
'
こ
-
'
'
.
'
*
.
*
蝣
蝣
1
∵
;
1
i
∴
∵
_
i
;
r
-
1

∴
*
~
r
-
-
-
^
:
.
'
-
蝣
~
蝣
'
J
~
~
∴
∵
.
=
]
∴
二
∴
l
i
.
言
・
(
"
,
'

.
∵
蝣
:
・
;
・
蝣
*
'
:
∴
d
・
-
-
;
・
1

、
蝣
'
"
蝣
-
"
蝣
-
'
'
蝣
'
'
'
'
'
-
-
'
て
∴
山
∴
∵
∵
∵
ど
1.
,
メ

(
R
a
z
r
a
n
G
.
H
.
S
.
)
以
彼
の
研
究
に
よ
る
諜
妹
は
化
の
分
析
で
は
'
般

化
∵
∴
∴
i
-
:
j
t
.
言
,
"
i
蝣
/
-
二
王
㌻
)
、
J
t
L

v
-
叫
L
J
I
て
∵
・
;
=
㌻

意
味
的
関
達
を
択
介
と
し
て
綻
化
が
姓
す
る
と
は
次
の
よ
う
な
瑛
象
を
い

-
.
あ
る
単
語
(
C
S
;
)
か
担
免
件
刺
況
(
U
C
S
y
)
と
結
合
し
て
強
化
し
t

c
s
一
y
K
y
(
条
件
反
射
)
を
条
件
形
成
さ
せ
る
。
次
に
、
条
件
づ
け
し
た
単

二
;
-
>
;
]
・
.
・

語
(
C
S
に
)
と
税
・
駁
賢
的
に
は
似
て
い
な
い
異
音
同
輩
語
c
c
s
o
と
で

般
化
柑
充
を
至
」
な
-
と
手
つ
.
聖
昌
義
吾
へ
の
般
化
が
記
号
の
意
味
と
い

・
r
'
-
,
J
「
・
V
'
,
-
.
J
.
v
j
.
,
'
-
'
-
い
=
二
-
-
y
.
-
阜
∵
I
.
-
.
.
蝣
隼
∴
:
C
-
^
'

.
・
*
*
j
-
¥
*
蝣
し
て
、
'
・
<
J
*
-
,
こ

.
言
∴
一
二
∴
一
4
.
,
∵
」
:
;
い
_
∵
∴
蝣
;
蝣
'
'
*
∴
川
∵
∴
や
'
^
.
:
^
r
'
i
へ
r
-
/
-
-
j

言
∵
蝣
*
'
-
x
-
}
'
-
U
i
J
(
i
;
∵
「
-
'

-
)
:
‥
J
^
w
"
こ
こ
:
.
.
r
'
.
i
l
-
j
^
化
ト

成
立
す
る
と
い
う
。

言
i
^
C
;
∵
豆
自
火
は
∴
r
,
-
-
-
:
-
.
r
-
;
-
'
蝣
サ
'
;
∴
　
　
　
∴
‥
　
㍑
∵
　
　
L

に
言
語
刺
菌
系
列
(
C
S
i
,
C
S
に
-
,
C
 
S
n
)
　
が
正
接
・
問
叢
的
な
強
化
に

よ
っ
て
へ
　
言
語
行
動
を
伴
っ
た
一
指
的
反
応
　
(
R
*
)
　
に
条
件
形
成
さ
れ
て
い

る
っ
そ
の
径
へ
実
験
場
面
で
意
味
般
化
の
検
査
が
な
さ
れ
る
.
そ
の
際
'
条
件

刺
傷
で
あ
る
言
語
刺
揖
　
c
c
s
o
　
に
銅
山
条
件
刺
湖
　
C
U
C
S
y
　
た
と
え
ば
電

撃
や
食
物
)
が
強
化
と
し
て
与
え
ら
れ
、
額
条
件
反
射
(
U
C
R
y
蝣
た
と
え
ば

蝣
:
-
-
 
'
"
-
蝣
;
;
:
・
'
射
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
諭
∵
'
:
(
C
S
一
)
　
∴
結
・
/
H
さ
L
・
∵
し
*
'
V
-
-
r

形
成
が
お
こ
な
わ
れ
る
(
l
t
二
義
印
刷
揖
C
C
S
,
)
-
条
件
反
射
C
R
y
)
)
　
そ
の

後
'
災
的
場
画
で
末
強
化
で
あ
っ
た
別
の
刺
擬
語
(
C
S
2
.
C
S
;
ご
　
蝣
,
C
S
n
)
杏

C
-
'
.
 
-
I
j
w
;
'
:
∵
化
・
い
:
卜
　
　
　
こ
　
い
　
什
-
 
"
"
'
'
"
)
.
 
'
-
-
i
'
　
　
　
い
一
品
誉
i
H
x
∴
7

す
る
c
s
.
.
,
i
,
C
S
r
.
の
災
墜
F
l
u
の
条
件
づ
け
の
相
知
的
な
強
臣
に
依
存
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(
註
=
o

㌫
心
味
は
化
の
侵
祝
的
階
調
に
関
し
て
、
コ
プ
ア
ー
と
ホ
リ
イ
　
(
C
o
f
e
r
,

C
.
N
.
&
F
o
l
e
y
,
J
.
P
.
)
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
O
実
紋
所
に
R
>
:
に

別
し
て
C
S
ご
　
蝣
,
C
S
n
が
条
件
形
成
さ
れ
る
時
'
こ
れ
ら
の
刺
湖
は
R
x
に
伴

っ
て
い
る
内
在
的
・
部
分
的
・
H
勘
的
反
応
K
>
:
に
も
結
合
す
る
よ
-
に
な

る
　
　
　
㍉
　
し
‥
:
:
i
'
C
S
:
 
'
f
K
y
∴
-
・
蝣
'
-
 
'
-
t
-
.
 
-
-
 
v
r
サ
れ
　
　
　
こ
?
∴
　
汁
の

強
化
の
さ
い
に
、
c
S
l
R
x
・
K
x
-
>
S
x
も
ま
た
R
y
に
条
件
形
成
r
r
j
れ
る
。
し

た
が
っ
て
へ
拭
介
殴
化
を
根
査
す
る
た
埠
に
、
C
S
-
,
-
-
,
C
S
n
が
餌
独
で
琴
爪

へ
r
t
∵
　
こ
　
‥
言
i
n
.
-
.
-
v
-
∴
∴
K
y
蝣
蝣
-
:
:
'
∵
　
∴
,
9
　
そ
し
て
i
!
x
-
;
S
y
.
-
;
.
-
i
t

S
x
が
R
y
を
ひ
き
お
こ
さ
せ
る
O
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
C
S
-
,
-
,
C
S
n
は
P
y
を

「
さ
　
‥
」
い
・
-
(
S
¥
¥
7
.
i
∴
:
・
?
:
)
'
し
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C
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C
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3
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一

じ

㍗
I
 
i
'
7
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h

▼

u

一

q

 

I

RI

H

櫛
ヽ
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′
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ヽ

』
乱

「
U

和す7㌦一l鞍ウ

ュ
　
　
　
　
　
　
　
¶

-

-

0

3

(
し
　
　
　
,
し

一
二
・
テ
リ
ア
」
へ
の
鳩
派
仙
光
量
L
J
へ
上
付
概
念
の
恵
で
あ
る
「
m
物
」
へ
の

殻
化
塁
で
は
前
者
が
大
で
あ
っ
た
7
　
こ
の
誓
昔
、
こ
の
吾
の
問
の
f
f
i
韓
的

綻
化
が
塑
i
,
i
の
言
語
条
件
づ
け
の
惟
史
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
だ
と
軍
見
た

.

I

.

 

・

.

　

　

・

・

　

.

 

・

・

.

・

I

・

・

・

-

・

'

・

・

・

'

,

・

　

・

・

'

い
-
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
右
例
の
よ
う
に
ヘ
音
鴨
は
化
は
'
刑
担

吾
の
択
介
反
応
毘
-
j
の
結
合
関
係
の
生
理
的
根
雑
を
一
票
-
も
の
で
あ
る
。
意
味
般

化
勾
配
は
用
湖
間
の
芯
味
的
両
独
関
係
聖
空
-
も
の
で
あ
る
.

こ
の
意
味
紋
化
の
間
響
,
l
発
し
た
数
々
の
契
除
が
生
現
的
手
法
で
賀
旅
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
言
語
的
条
件
づ
け
研
究
の
t
h
額
な
問
城
と
な
っ
て
い
る
。

;
'
-
蝣
I
l
-
'
-
'
蝣
'
-
¥
-
?
~
J
-
、
∴
言
'
蝣
-
蝣
-
'
/
c
%
r
~
」
:
'
サ
ト
ー
こ
て

(
註
一

o
)

♪
言
∵
、
ル
ー
'
-
-
;
.
>
:
^
‥
∴
㌦
言
l
.

一
r
r
∴
一
蝣
_
1
1
∵
、
・
1
j
:
'
B
i

で
あ
る
O
ラ
ズ
ラ
ン
の
f
l
J
甥
を
例
に
L
U
み
よ
う
O
か
れ
は
条
件
形
戊
さ
れ
た

工
工
一
∵
1
1
に
?
∵
・
'
:
∵
喜
点
1
r
;
:
-
'
-
i
-
'
-
的
目
上

v
-
蝣
蝣
-
‥
.
,
.
,
J
-
-
,
つ
い
「
い
.
J
'
＼
・
/
ハ
∴
J
-
-
'
小
㌫
J
化
-
蝣
'
;
-
,
I
t
7
I
-
)

し
た
O
繕
撰
蝣
H
ま
第
一
責
の
と
お
り
O
「
犬
」
と
い
-
語
の
下
位
概
念
の
語
で
あ

判
磁器 毘班分EP.

に

の

一

缶
,∵化

た
一
LFB鎧

ノ
O
Q
/
1
-
.
　
i
~
　
¥
r
 
X
　
'
s
.
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リ

]

　

∩

3

　

e

n

 

o

c

仁

U

　

4

　

一

;

　

.

l

り

　

C

Y

=

係
係
関
閏

盈

念

莞

切

の

㌔
対
慧

〃
　
分
離

派

下

反

部

全
2

cJ= I
S
K

H
H
Hi
.ば

1
　
1
J
-
J

く
こ

椛
ふ
位
脹J I

 

I

同
附

9

2

忠甥位上

桝du1∩aiI.uZa
ヽ
′
ヽ

u
　
[
:
,
味
般
化
研
究
照

譜
哀
投
化
の
実
験
で
は
'
記
号
か
ら
記
号
へ
の
股
化
へ
す
な
わ
ち
一
つ
の
単

語
に
対
し
て
条
件
形
成
J
笠
ご
し
な
う
と
'
他
の
〔
炭
的
に
関
注
の
あ
る
輯
語
に

∴
誉
‥
T
-
'
-
y
:
-
'
-
・
-
.
.
-
-
'
-
J
^
-
-
-
-
I
て
い
∴
∵

(
f
i
i
i
)

¥

"

.

'

,

メ

 

l

　

　

　

　

　

　

　

　

-

I

.

C
o
t
t
e
n
r
o
l
遠
に
よ
り
、
三
人
の
成
人
被
検
者
で
汁
転
の
条
件
形
成
の
環
的

研
究
を
お
こ
な
っ
た
O
か
れ
は
'
同
雲
間
と
同
嘉
川
を
用
い
て
'
植
語
の
音
声

h
 
I
　
　
　
　
.
i
 
t
・
.
・
∴
　
・

・
=
て
実
絵
を
試
み
・
i
-
i
　
号
T
t
四
個
の
刺
湖
語
s
t
y
l
e
,
u
r
n
,
f
r
e
e
z
e
,
s
u
r
f

J
〆
由
一
.
1
5
し
て
条
件
狩
戊
を
な
し
た
O
次
に
へ
各
潮
間
語
に
対
応
す
る
閃
再
興
環

訂
s
t
〓
e
,
e
a
r
n
,
f
r
i
e
z
e
,
s
e
r
f
と
同
意
語
f
a
s
h
i
o
n
,
v
a
s
e
,
c
h
i
l
l
,

w
a
v
e
の
は
化
分
曇
化
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∵
.
∴
=

I
.
-
∵
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へ
苦
楽
の
意
味
が
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喋
投
化
実
験
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の
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-
る
一
つ
の
具
体
例
を
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し
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∴
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∴
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∴
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∴
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∴
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デ
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ニ
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山
る
い
は
テ
ン
ポ
の
接
合
(
こ
れ
ら
が
冥
鈴
繁

数
と
な
っ
て
次
の
間
問
点
と
な
る
)
に
よ
っ
て
与
え
る
条
件
刺
園
と
し
て
'

C
S
I
㌣
言
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*
小
豆
ト
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吉
∵
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'
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∴
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蝣
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∵
化
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二
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-
い
"
化
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の

由
数
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
-
O
さ
ら
に
、
K
味
投
化
を
撃
m

的
に
検
討
す
る
時
、
同
じ
災
&
手
続
き
に
よ
れ
ば
'
次
の
仮
説
が
成
り
立
つ
。
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∴
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∴
r
J
∴
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∴
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∵
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叶
.
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‥
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ら
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蝣
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∵
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∵
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j
r
t
由

徒
者
が
小
の
勾
配
聖
試
す
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
勾
配
の
発
達
的
変
化
が
考
察
の

対
象
と
な
ろ
-
O
上
述
の
よ
-
に
ヘ
音
を
刺
瀕
と
す
れ
ば
'
意
味
の
次
元
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一

J
"
l
に
し
て
∵
T
p
U
i
r
'
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'
p
-
'
_
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∴
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∴
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÷
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記
号
か
ら
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号
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-
小
味
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∴
記
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蝣
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∵
　
　
　
に
J
.
-
'
-
J
・
-
'
'
蝣
∵
　
㍉
∴
i
.
^
i
J
ね
'

対
象
の
名
称
に
対
し
て
捕
ら
れ
る
場
合
)
へ
記
号
か
ら
物
へ
　
(
単
語
に
対
す
る

条
件
反
応
が
形
成
さ
れ
、
意
味
蛇
化
が
実
際
の
対
象
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し
て
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ら
れ
る
場
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i
i
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㌍
　
　
∵
　
　
　
∴
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∵
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う
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ト
f
a
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l
p
o
r
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G
.
W
.
)
は
、
青
年
が
特
定

の
ハ
ン
カ
チ
・
.
ブ
ロ
ン
ド
の
預
髪
お
よ
び
口
紅
の
つ
い
た
ナ
プ
キ
ン
等
に
対
し

て
共
通
し
た
敬
け
ん
な
注
意
を
払
う
こ
と
は
'
こ
れ
ら
の
物
の
物
理
的
共
通
性

の
た
吟
の
共
通
の
態
殴
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
[
心
味
的
媒
介
に
よ
る
も
の
で
あ

る
た
い
「
,
い
　
　
こ
れ
は
、
s
v
-
f
-
∴
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*
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・
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C
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.
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∴
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∵
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完

合
さ
れ
て
い
な
い
が
'
一
つ
の
残
さ
れ
た
課
題
で
も
ろ
-
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以
上
、
神
締
生
理
学
的
方
法
に
よ
る
沼
味
投
化
研
究
の
主
要
な
も
の
は
紹
介

-
i
J
;
蝣
;
-
'
'
-
∴
に
:
'
蝣
・
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'
-
)
c
-
.
、
.
」
∵
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山
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C
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竜
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る
こ
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j
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註
1
)
　
犬
の
口
に
肉
を
入
れ
る
と
犬
は
指
摘
を
出
す
.
内
と
い
う
別
海
に

よ
っ
て
唾
液
を
出
す
の
は
、
先
天
的
な
も
の
で
あ
っ
て
無
条
件
に
お
こ
な
わ
れ

る
。
次
に
肉
を
与
え
な
が
ら
ベ
ル
を
な
ら
す
o
　
こ
れ
を
何
E
も
-
り
か
え
す

と
'
犬
は
ベ
ル
の
音
を
き
い
た
だ
け
で
唾
液
を
H
す
.
こ
れ
は
ク
肉
を
与
え
な

が
ら
ベ
ル
を
な
ら
す
イ
と
い
う
条
件
の
も
と
に
の
み
後
天
的
に
つ
く
ら
れ
た

_
-
.
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c
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(
条
件
づ
け
ら
れ
た
)
も
の
で
あ
る
か
ら
へ
条
件
反
射
C
C
R
)
と
よ
ば
れ
る
.
 
0

も
と
も
と
無
関
係
剰
擬
で
あ
っ
た
も
の
が
'
こ
の
よ
う
な
条
件
反
射
を
新
た
に

ヽ

　

ヽ

ヽ

　

ヽ

∵
]
:
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C
i
>
i

い
'
ま
た
肉
は
こ
の
よ
-
な
手
続
き
は
ど
こ
す
前
か
ら
唾
該
を
分
泌
さ
せ
る
機

堕
で
鉄
門
的
に
も
っ
て
い
る
の
で
'
こ
れ
を
無
条
件
刺
激
C
U
C
S
)
と
い
い
へ

こ
の
刺
擬
に
よ
る
唾
液
分
泌
を
無
条
件
反
射
(
U
C
R
)
と
名
づ
け
ろ
。
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般
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〔
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a
l
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味
読
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投
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I
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記
す
る
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湖
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∵
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け
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摂
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件
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淑
C
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し
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件
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射
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あ
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さ
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い
望
よ
で
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中
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控
棺
な
動
物
は
口
の
中
に
企
べ
物
を
入
れ
ら
れ
る
と
、
規
則
的

に
把
出
火
に
鴫
液
を
分
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i
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l
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p
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的
化
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対
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と
な
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刺
激
が
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一
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内
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い
ほ
期
　
間
の
肺
頂
の
疏
汝
と
し
て
測
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V
J
れ
う
る
。
こ
の
疏
放
関
仔
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註
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n
t
i
c
 
a
n
d
 
p
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p
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i
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1
9
4
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M
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6
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R
a
z
r
a
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G
.
U
.
S
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:
A
q
u
a
n
t
i
t
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t
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u
e
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t
u
d
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i
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i
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.
i
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n
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i
t
i
o
n
i
n
g

i
n
v
o
l
v
i
n
g
 
t
h
e
 
g
a
l
v
a
n
i
c
 
s
k
i
n
 
r
e
f
l
e
x
.
.
J
 
e
x
p
.

r
s
y
c
h
o
1
.
,
1
9
4
0
,
2
6
,
2
3
8
-
2
4
0
.

(
ユ
Z
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∵
t
r
工
-
;
蝣
-
蝣
・
r
.
工

こ
蝣
t
-
.
'
∴
　
　
山
こ
<
i
'
>
 
'
蝣
V
>
∵
　
　
　
　
　
∴
も
;
∴
　
卜
　
　
∵
　
　
　
十
1

l

28



る
。
こ
の
変
化
は
皮
宿
の
冒
気
抵
抗
の
変
化
で
あ
っ
て
'
情
動
駅
東
の
と
き
に
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.
い
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・
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を
傑
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し
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る
。
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∵
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n
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p
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